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　7月2日、ワークプラザ勝田において、ひたちなかサロンフェス

ティバル2016を約170名の参加者により開催しました。初めのパ

ネルディスカッションでは、コーディネーターとして常磐大学教授

の池田幸也氏、パネリストに高齢者サロン運営者の下重幸子氏、子

育てサロン運営者の早川愛氏が、サロン活動を始めた経緯や運営上

の課題などについて話し合いをし、参加者は熱心に耳を傾けていま

した。

　その後は、会場に設置されたポスターセッションブースやサロン体

験ブース、サロン映像ブースなどを「自由に見て！聞いて！体験！」

しました。地域住民同士の支えあい・助けあいを作り出す地域活動と

して、一人ひとりと社会をつなぐ拠点“サロン＝たまり場”を市民の

皆さんに知ってもらう機会となりました。更には、サロン同士の情報

交換や交流の機会にもなりました。

　開催後の8月2日には、他市にない取り組みのサロンフェスティバル

を、更に良いものにしていこうと、15団体の協力サロン運営者が集ま

り、「もっと市民に参加してもらう工夫はないか」「もっと内容を充

実するためにどうするか」などを話し合い、今後につながる機会とな

るように“振り返り”を行いました。

　7月16日～8月24日の期間中（全4回）、

これからサロンの立ち上げを目指す人やサロン

に興味のある人を対象に、14名の受講者で地

域のたまり場D I Y講座を開催しました。DIYと

は、「Do･It･Yourself（自分達でやろう）」の

ことです。

　常磐大学教授の池田幸也氏の講義では、人と

人をつなぐ場として、だれもが気軽に立ち寄れ

る“たまり場”が必要であることを学びまし

た。また、既存のサロンを訪問し、様々なサロ

ンを体験しました。その後は、グループに分か

れて、受講者一人ひとりの思いがたくさん詰

まった楽しい“お試しサロン”を企画・実施す

ることができました。

「サロンってなんだか楽し
そう」「サロン運営や企画
をしてみたい」「だれもが
気軽に立ち寄れる“場”を
作ってみたい」という方、
興味のある方は、下記まで
お問合せください。

市那珂湊総合福祉センター 市金上ふれあいセンター市総合福祉センター
ひたちなか市南神敷台１７－６

℡０２９－２６３－７４２４
ひたちなか市金上５６２－１
℡０２９－３５４－６４００

ひたちなか市西大島３－１６－１
℡０２９－２７４－３２４１

事業所所在地

ＤＩＹ講座開催

開催しました

▲パネルディスカッションの様子（左から池田氏、下重氏、早川氏）

▲ポスターセッション

各サロンの活動内容を紹介

▲お試しサロン　みんなで足の体操

▲サロン体験

高齢者サロン「ほっと柏野」による、ゲーム

“オーバルボール”

ひたちなか
サロンフェスティバル２０１６

市社協 地域福祉係
☎ 274 － 5135

自分たちで
 やろう！

問合せ



㈱シミズ空調サービス

電話029－273－6073
空調、給排気設備等の設計施工メンテナンス電話029－272－3517

特別養護老人ホーム
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平
成
28
年
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
！

共
同
募
金
運
動
は

10
月
1
日
か
ら
！

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

使
い
み
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地
域
の
福
祉
活
動
か
ら
災
害
支
援
ま
で

今
年
も
や
り
ま
す
！

　
赤
い
羽
根
を
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
共

同
募
金
。
今
年
も
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
、
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。

　
ひ
た
ち
な
か
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内
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頭
や
イ
ベ
ン
ト
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す
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初
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戦
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の
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と
し
て
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の
打
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け
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福
祉
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設
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援
を
中
心
に
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わ
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て
い
ま
し
た
。

　
70
年
が
経
ち
、
社
会
が
大
き
く
変
化

し
た
現
在
で
は
、
主
に
各
地
域
で
行
わ

れ
る
福
祉
活
動
の
支
援
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
災
害
被
災
地
で
活
動
す

る
団
体
へ
の
支
援
の
た
め
に
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。（
昨
年
の
常
総
市
を
始
め

と
し
た
台
風
18
号
被
災
地
で
も
使
わ
れ

ま
し
た
）

　
ひ
た
ち
な
か
市
社
協
も
共
同
募
金
の

配
分
を
受
け
て
お
り
、
社
協
支
部
（
自

治
会
）
が
行
う
福
祉
活
動
へ
の
助
成
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営
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小
学
生
の
福
祉
意

識
を
育
む
青
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ラ
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テ
ィ
ア
ス
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ー
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典
・
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会
福
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功
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施
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紙
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福
祉
ひ

た
ち
な
か
」
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発

行
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に
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し
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お
り
ま
す
。

　

左
の
２
つ
の
絵
柄
に
は
、
違

う
と
こ
ろ
が
７
つ
有
り
ま
す
。

　

ぜ
ん
ぶ
見
つ
け
た
人
に
は
賞

品
が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
！

　

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！
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募
方
法

　

切
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取
っ
た
絵
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を
は
が
き
に
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り
、

必
要
事
項

　

を
記
入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
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平
成
28
年
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月
31
日
（
月
）

　

※
当
日
消
印
有
効

●
応
募
先

　

〒
３
１
２
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０
０
４
１

　

ひ
た
ち
な
か
市
西
大
島
３
ー

１６
ー

１

　

茨
城
県
共
同
募
金
会

　

ひ
た
ち
な
か
市
支
会　

行

●
当
選
者
の
発
表

　

公
正
な
抽
選
の
上
、
賞
品
の
発
送

　

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

★
応
募
上
の
注
意

・

間
違
い
の
と
こ
ろ
を
赤
い
マ
ル

　

で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

・

応
募
必
要
事
項
に
記
入
も
れ
が

　

あ
る
場
合
は
、
無
効
と
な
り
ま
す
。

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個
人

　

情
報
は
、
他
の
目
的
に
使
用
す
る

　

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
22
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
共
同
募
金
運
動
は
、
今
年

で
70
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
ご
協
力
い
た

だ
い
た
寄
付
者
の
皆
様
、
募
金

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

70
回
目
の
共
同
募
金

必要書類・経費について
　前号では、ひたちなか市社協が後見人等として受任できる対象

者、条件等について説明しました。本号では申立てに必要な書

類、かかる費用について説明します。

市社協　地域支援係　☎２７２－４１０６

＜申立てに必要な書類＞

＜申立てにかかる費用＞

収入印紙

収入印紙

診 断 書

鑑 定 料

そ の 他

800円～2,400円（申立て手数料）
※代理権・同意権付与の申立ては各800円追加。

戸籍謄本等（所定の金額）

後見人：4,000円分
保佐人・補助人：5,000円分

2,600円（成年後見登記用）

医療機関ごとの所定の金額

5万円～10万円（必要となった場合のみ）

郵便切手

申立人 戸籍謄本・住民票

本　人

申立書／本人に関する照会書／親族関係図／診断書・鑑

定連絡票／戸籍謄本・住民票／登記されていないことの

証明書／財産の裏付けとなる資料（コピーを提出）／収入・

支出に関する資料（コピーを提出）

後見人
候補者

候補者に関する照会状／戸籍謄本・住民票

①
氏
名
　
②
郵
便
番
号

③
住
所
　
④
電
話
番
号

⑤
性
別
　
⑥
年
齢

⑦
共
同
募
金
を
こ
ん
な
こ
と
に

　
使
っ
て
欲
し
い
と
い
う
提
案

　

皆
さ
ん
の
提
案
が
、
“
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
”
に
つ
な
が
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
提
案
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

きりとりせん

✂

✂

✂

法人後見サポート事業紹介③

問 合 せ

※申立て書類作成を専門家に依頼する場合は別途手数料が必要です。

ま
ち
が
い
探
し
！ 



Welfare の絆を広げよう
名刺・封筒・伝票・撮影・カレンダー・印刷全般

〒３１２－００３２ ひたちなか市津田２０３１－１１３
ＴＥＬ ０２９－２７３－１２２１   ＦＡＸ ０２９－２７４－１０４６

（連絡先）ひたちなか市湊本町５－６

ＴＥＬ  ０２９（２６４）１１５０ 

訪問介護・デイサービス
や さ し い お も い や り
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社会福祉功労者表彰式及び消費生活セミナー開催

　７月21日、しあわせプラザふれあい交流館で、平成28年度社会福祉功労者表彰式及

び消費生活セミナーパネルディスカッションを開催しました。

　社会福祉功労者表彰式は、地域福祉の福祉活動に貢献のあった方々に、表彰状と感謝

状を授与しました。（下表）

　消費生活セミナーパネルディスカッションは、コーディネーターに特定非営利活動法人

NPO消費者相談室代表(国士舘大学法学部教授)山口康夫氏、パネリストに特定非営利活動

法人消費者相談室副代表(弁護士、常磐大学院教授)安彦和子氏、地域の福祉団体代表の皆さ

ん、行政職員、市社会福祉協議会職員が参加しました。テーマは、「つくろう　守ろう　

地域の輪～消費者被害から身を守るために～」です。

　消費者を狙った悪質商法の手口は年々巧妙化しており、とりわけニセ電話詐欺による

高額な被害が深刻化しています。こうした被害から高齢者、障がいのある方を地域で守

るためにはどうしたら良いかなど、パネルディスカッションの形式で活発な意見が出さ

れました。コーディネーターは、地域で支えるためには、人材の育成が必要であると話

されました。

○ボランティア活動が優秀な個人
　山田　茂機／矢長　重勝／磯崎　洋子／大内　　博／小関　久子
　永井　正男／磯崎　　進／諏訪部　勇／佐藤　久美／山縣　利信
　寺門　貞夫／佐藤　善隆／竹永　浜吉／関根　道夫
○民生委員児童委員として永年貢献
　根本ふみ子／重田　充子／大河内道夫／鈴木勝太郎／佐藤　恵子
　篠﨑　光次／横田ちゑ子／石井　賢司／谷田部典子／石川　美園
　山岸　一行／住谷　昭夫／金子　征一／清水　久子／岡田　宣捷
　大内いさ子／小田部芳子／磯﨑　春子／大作　元子／岡部　照幸
　川﨑　一枝／横須賀長二／小針　和美／檜山美穂子
○社会福祉団体役員として永年勤務
　尾㘴原由香
○社会福祉施設職員として永年勤務
　大滝　麻実／大内　時子／根本　睦哉／橋本　拓己／中山　菜人
　松野　妙子
○社会福祉協議会評議員として永年勤務
　浅井　克己
○ボランティア活動が優秀な団体
　ストウ工業株式会社／西中根女性セミナー／協和の会／駒形子老会　
　糸ぐるま／勝田駐屯地曹友会／ひたちなか読みきかせ連絡会

【期　日】平成 28 年 11 月 26 日（土）

【時　間】9 時 45 分～ 14 時（予定）

【会　場】市那珂湊総合福祉センター（しあわせプラザ）

　　　　  ひたちなか市南神敷台 17-6

【問合せ】第 21 回ふれあいフェスティバル実行委員会

　　　　  ☎ 274-3241

【募集期間】平成 28 年 10 月 3 日（月）
　　　　　　～ 10 月 14 日（金）
　　　　  　平日 9 時～ 17 時まで

【申込方法】市社協窓口（市総合福祉センター・
　　　　　  市那珂湊総合福祉センター）に
　　　　　　本人が申し込んでください。

【問 合 せ】市社協  身体障害者福祉センター
　　　　   ☎ 274-3241
　　　　  西大島 3-16-1　市総合福祉センター内

【期　日】平成 28 年 10 月 13 日（木）

【時　間】10 時～ 15 時 30 分

【会　場】ひたちなか市文化会館　大ホール

【内　容】民謡／詩吟／剣詩舞／舞踊／歌謡曲等

【入場料】無料

【問合せ】市社協　地域支援係　☎ 272-4106

○民生委員児童委員として永年貢献
　清水　赫子／西野　正雄
○社会福祉協議会役員を永年務めた方
　大谷　　隆／稲野邉龍司／小沼　慶三
○善意銀行へ金品を預託された方
　齋藤　義雅／田村　昭純／広田三喜男
　横須賀志郎／下村美千栄／前島みどり
○善意銀行へ金品を預託された団体
　そよかぜ教室／チャリティはり・灸・マッサージ奉仕会
　ひたちなか市万霊供養灯ろう流し実行委員会／流舞会華の舞
　株式会社サザコーヒー／株式会社ノザワ　　
　勝田ライオンズクラブ／ひたちなか市伝統文化連盟
　ひたちなか市農業後継者クラブ
○ファミリー・サポート・センター協力会員として永年活動
　高橋　泰雄／駒田　久子／菅野　俊子／網代志津子

第21回  ふれあいフェスティバル
　社会福祉協議会とシルバー人材セ

ンターが共催して行う福祉のおまつ

りを開催します。いろいろな展示・

体験や楽しいイベント、模擬店など

を用意して、皆様の来場お待ちして

おります。

平成２８年度ひたちなか市高齢者
芸能発表大会開催案内

ボランティア養成  朗読講座受講生募集
　視覚障害者を支援する「朗読」の技術を学ぶ講座を開講します。

【開催日時】平成 28 年 11 月 7 日（月）
　　　　　  ～平成 29 年 1 月 30 日（月）
　　　　　 全 10 回（月曜日）10 時～ 12 時

（申込人数により、曜日を変更する場合があります）

【会　　場】市総合福祉センター２階
　　　　　 身障センター内

【受 講 料】無料
【募集人数】15 名
【受講資格】市内に在住する方

▲消費生活セミナー　パネルディスカッション

表彰された皆様、団体の方々、おめでとうございます

　地域福祉に貢献された方や福祉団体などに永年貢献され

た方53個人・団体（敬称略・順不同）

　社協善意銀行への金品預託やファミリー・サポート・セン

ター事業等に貢献があった方24個人・団体（敬称略・順不同）表彰の部 感謝の部

平成２８年度
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開 所 日 の ご 案 内

★１０月７日・１１月４日におもちゃドクターの診察を行います

日 日月 月火 火水 水木 木金 金土 土

10月 11月

こころとこころの出会い善意銀行  ほっとコーナー 寄付報告（Ｈ２８.７.１～８.３１）

善意銀行は、市民の皆さんからの善意をお預かりする窓口です

（敬称略）

ご協力ありがとう

　　　　　ございました

【善意銀行問合せ先】

　市社協地域福祉係　  ２７４－５１３５

【申込・問合せ先】
　市社協　地域福祉係
　　２７４－５１３５
　西大島３－１６－１
　　　市総合福祉センター内

●●●出店希望の方は●●●

☆申込期間：

　平成２８年１０月１１日（火）

　　　　　　～１０月２１日（金）

☆受付時間：

　９時～１７時（平日のみ）

☆申込方法：上記期間内に電話

にて。先着順１５エリア限定

☆参 加 費：１エリア５００円

１１月８日（火）
午前９時３０分～１１時４５分

市総合福祉センター
１Ｆコミュニティホール
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【金銭】
フリーマーケット参加者一同　7,000 円
万霊供養灯ろう流し実行委員会　150,000 円
匿名３件　3,800 円、5,184 円、1,494 円
＜身障児童へ＞

下村ファミリー　70,012 円
＜交通遺児へ＞

匿名 1 件　100,000 円

【物品】
㈱アンダーツリー東京　キコーナ勝田駅前店 

菓子 4 箱
秋山　郁也　おもちゃ 1 点、シリコン鍋
1 点、なべつかみ 1 点
有本　政吉　プルタブ 150 ｇ、牛乳パック
21 枚、切手 60 枚
海老澤　正志　カード 139 枚、切手 1,560 枚
勝田ラジコン模型　牛乳パック 215 枚
川崎　登美子　シーツ15枚、タオル4箱、
食器類、反物 7 巻
コーヒーとピザの店　のだ　切手 522 枚
駒形輪投げ同好会　プルタブ 1㎏、牛乳
パック 40 枚
さわ野杜自治会　プルタブ 1.1㎏
㈱サザコーヒー　切手 406 枚
ＣＳ勝田　プルタブ 250 ｇ、切手 3,077 枚
市民謡民舞連合会　カード 100 枚、タオ

ル 10 枚、ハガキ 30 枚、プルタブ 5㎏
鈴木　心　牛乳パック 70 枚
㈱砂押園芸　切手 400 枚
高橋　孝子　牛乳パック 100 枚
武石　光子　プルタブ 1.5㎏
竹内　ひろみ　プルタブ 200 ｇ、切手 116 枚
中島　等　ディナーチャイム 1 点、牛乳
パック 72 枚
那珂湊第三小学校　プルタブ 8㎏
長山　京子　切手 1,740 枚
七字　武徳　牛乳パック 52 枚
新堀　勉　尿取りパッド 6 袋
西原友寿会　プルタブ 14㎏
西山　幸希　牛乳パック 136 枚、切手 44 枚
箱田　真理子　敷布団 2 枚
ひたちなか市更生保護女性の会　切手 670 枚
前渡地区民児協 切手 70 枚
前渡地区民児協＆福祉部会 切手 980 枚
森田　和四郎 プルタブ 1㎏
匿名　17 件

　ファミリー・サポート・センターは、育児の手助けを受けたい方や

高齢・心身に障がいのある方で生活の手助けを受けたい方（利用会

員）と手助けができる方（協力会員）との

相互援助活動をつなぐ会員組織です。

　設立から1年未満のボランティア活動を行なうグループに対して、活

動費用の助成を行います。

 【対　象】

　・市内で継続的に活動し、平成27年10月1日から平成28年9月30日まで　

　　に設立されたグループ

　・市社協ボランティア活動センターに登録していること

　　（この助成金の申請と並行して登録することも可能です。）

　・市社協から他の補助金・助成金の交付を受けていないこと

　※詳しくは募集要項をご覧ください。募集要項は、社協窓口にあります。

　　また市社協ホームページからダウンロードできます。

【助 成 額】上限 15,000 円

【申請方法】所定の申請用紙に記入のうえ、必要書類（会員名簿・会則・

　　　　　 今年度事業計画・収支予算）を添付し、市社協窓口まで

　　　　　　申込みください。

【申請受付期間】
平成 28 年 10 月 3 日（月）～ 10 月 31 日（月）平日 9 時～ 17 時

◆フリーマーケット開催◆

ひたちなか市ファミリー・サポート・センター
会員登録説明会を開催します

ボランティアグループ

立ち上げ助成金の交付について

【日　時】平成 28 年 11 月 14 日（月）　

　　　　   10 時 30 分～ 11 時 30 分 

【会　場】市総合福祉センター（西大島 3-16-1）

　　　　   2 階中会議室 

※事前申し込み不要

※会員登録はこの説明会の日程以外でも随時受付中

※問合せは平日 9 時～ 17 時

介護者交流事業  参加者募集

日帰り旅行でリフレッシュしませんか…

平成28年度

　介護認定３・４・５の要介護者を自宅で介護している家族の方を

対象に、介護の情報や介護者同士の交流を通して、在宅介護の負担

や介護への不安や悩みを軽減することを目的として、日帰りバス旅

行を実施します。

【実 施 日】平成 28 年 11 月 17 日 ( 木 )　９時出発、16 時帰着予定

【行 き 先】大子町方面　りんご狩り・永源寺（大子のもみじ寺）散策他

【参加資格】市内に在住する方

　　　　　　平成 28 年 10 月 1 日現在、要介護認定に係る要介護度３～５に

　　　　　　該当している方を介護している方

【募集人員】30 人 ( １家族２名以内 )

【参 加 費】無料

【募集期間】平成 28 年 10 月 5 日 ( 水 ) ～ 21 日 ( 金 )

【申込方法】電話で申し込みください

申 込・
問合せ先

申 込・
問合せ先

問合せ先

市社協　地域福祉係　西大島 3-16-1
☎ 274-5135

市社協　介護福祉係　金上 562-1　
金上ふれあいセンター内  ☎ 354-6400 

市社協　地域福祉係　

☎ 274-5135

少し余裕ができたので
誰かのお手伝いができ
そう。

引っ越してきた
ばかりで子育てを
サポートしてほしい。

※ご寄付いただいた切手・カードは

　　　　　　　　　　使用済みのものです

☆収集している　　　　　　　
　　使用済みカードについて☆

【対象カード】
○テレフォンカード・図書カード・オ
レンジカード・ハイウェイカードなど

【対象外のカード】
×ゴルフカード・パチンコカー
ド・テレビカードなど
×折れたり、汚れたり、破損し
ているカード

【お預かりできる切手】

・使用済み切手をはがさず、

　切手の周りを 5ｍｍ程度

　残して切ってください。

・汚れているもの・かけているものは対

　象外です。

・外国切手とは分けてお持ちください。

・封筒に印刷されているタイプの切手は

　お預かりできません。


